
 
 

       
 

令和５年８月２日 発行 

 

 
 

パイナップルリリーの切り花産地を目指して 
北九州市総合農事センターで開花中 

 

北九州普及指導センターでは、北九州市総合農事センター及び JA 北

九花き部会切り花班と協力して、産地の新たな特徴となる品目の試験栽

培に取り組んでいます。 

ここ数年は、南半球原産のパイナップルリリー※の切り花栽培に取り組

んでおり、北九州市総合農事センター内に設置した試験ほ場では、7 月

上旬から開花が始まりました。 

これまでの試験栽培で、パイナップルリリーは肥料や農薬をほとんど

必要としない丈夫な植物で、満開後も花持ちが非常に良いということが

わかってきました。手のかからない補完品目で、盛夏の切り花として期待

されており、少しずつですが生産も増えています。 

普及指導センターは、今後とも、切り花産地の振興に向けて、関係機

関や生産者と共に取り組んでいきます。 
※花がパイナップルに似ていることが名前の由来です。ユーコミスと呼ばれることもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真１ 満開時の花姿       写真２ 開花ほ場の様子 

問い合わせ先 Tel：093-601-8855 

             Fax：093-601-8869 

園芸畜産課 果樹花き畜産係  


